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　　　　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）最新版

　　　　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）最新版

　　　　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）最新版

　　　　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）最新版

　　　　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）最新版

　　　　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）最新版

仕　　様　　書

４　一般事項

  　ア　本仕様書において特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、下記による。

　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　　    　を実施すること。

    イ　各所寸法及び納まりは本仕様書を標準とするも、施工にあたり現地にて詳細な採寸等

　　　

  　ウ　仕様書の記載並びに監督官の指示がなくとも、技術的に当然なすべき事は実施するこ

    　出する。この際、軽微な変更による請負金額及び工期の変更は行わない。

　　　請負者は、契約締結後速やかに「着工届」「現場代理人等指名通知書」「下請負者設定

　　等通知書」及び「工程表（計画）」各２部を提出し、監督官の承認を受けたのちに着工す

　　　請負者は、原則として工事期間中所定の様式による「工事日報」を、翌日（金・土・日

　　は月曜日、祝祭日は翌日）正午までに監督官に提出すること。

　　ア　公共建築工事標準仕様書　第１編一般共通事項　第２節　工事関係図書1.2.4工事記録

　　　及び「営繕工事写真撮影要領（令和5年度版）」（国土交通省大臣官房官庁営繕部制定）

　　　制定）を参考とするものとする。

　　　とともに、「防衛施設建設工事に係る電子納品手引書」（防衛省整備計画局施設計画課

　　イ　施工前・中・後及び施工後隠蔽となる箇所、使用材料、その他監督官の指示する箇所

　　　について撮影し、写真帳として整理し提出する。

　　るものとする。なお、工事完了後に、工程表（計画）へ朱書き修正した「工程表（実施）」

　　を２部提出する。

  　　と。

　　　仮設用及び特に示されたもの以外はすべて新品とし、特記事項で示された材料につい

　　ては、原則として「材料検査簿」を提出し、監督官の検査を受け合格した物を使用する。

　　　　メーカー仕様書

　　　１７時以降に工事が及ぶ場合には、当日１２時までに「残業申請書」を提出し、監督官

　　の承認を受けるものとする。また、工事は週休２日とし、閉庁日は休工を基本とするもの

　　の、やむを得ず閉庁日に工事が及ぶ場合は、前日１２時までに「残業申請書」を提出し、

　　監督官の承認を受けるものとする。

　　　工事の実施にあたり、官側の水道・電気を使用しようとする場合は、「水道・電気使用

　　申請書」を監督官に提出して許可を受けた後に使用することとし、仮設メーターの設置等

　　　

　　については請負者側の負担とする。なお、官側の水道・電気を使用する場合は有料とし、

　　会計隊の指示に従いその代価を支払うこと。

　　　火気を使用する場合、「火気使用申請書」を監督官に提出し承認を受けた後に使用する。

　　　

　　　工事実施において、施設等に汚損損害を与えた場合は、速やかに監督官に報告し、請負

　　者の負担において原状に回復すること。

　　　災害予防については万全の対策を講じ、突発事故が生じた場合には、速やかに監督官に

　　報告するものとする。なお、災害・事故に伴う損害等は、全て請負者の負担とし部隊側と

　　しての補償は、一切行わない。

　　　許可無く、施工場所及び指定された場所以外への立入りを禁ずるものとする。

　　　工事現場は常に整理整頓を心掛け、必要に応じて搬出入経路及び作業範囲の清掃・後片

　　付けを実施する。

　　ウ　工事箇所以外の撮影は禁止する。

　　　工事竣工の際は、所定の様式による「竣工届」２部を提出し、検査官の検査を受け、不

　　合格の場合には、速やかに不備な箇所の手直しを行い再検査を受けるものとする。また、

　　竣工時に検査が困難な箇所については、当該工程完了の都度検査官の立会を受けること。

(8) 発生材

(7) 管理事項

(9) 残業（時間外工事）

(10) 工事用電力及び水道の使用

(11) 火気使用

(12) 災害予防

(13) 原状回復

(14) 現場管理

(6) 竣工検査

 (1) 仕様書

(2) 着工届及び工程表

(3) 材料検査

(4) 工事日報

(5) 工事写真

陸上自衛隊大和駐屯地業務隊

縮　尺

番号
図面

名　称
図　面

仕　様　書（１／２）

名　称

　　）の写しを提出するか、電子マニフェストを提出するものとする。なお、有価物（鉄くず

　　等の売払い可能なもの）は、運搬・処分できる大きさに切断の後、「発生材調書」を添え

　　て監督官等の指示する場所に運び入れ、整理集積し引き渡すものとする。

　　　産業廃棄物は、関係法令に従い場外処分とし、産業廃棄物管理票（Ａ、Ｂ２、Ｄ、Ｅ票

１　件名　：　王城寺原演習場松原口ブロックマット張り役務

王城寺原演習場松原口ブロックマット張り役務

    エ　仕様書内容に疑義を生じた場合は監督官と協議し、「工事打合せ簿」として書面を提

２／５

３　概要　：　ブロックマット張付け　幅３．２ｍ、長さ６６ｍ、下層路盤改良　２１１．２㎡

２　場所　：　宮城県加美郡色麻町王城寺無番地　陸上自衛隊王城寺原演習場

　　　　　　　　　

　　　　　　（樹木伐採・剪定作業、通信線切り離し結線作業　ほか一式）



５　特記事項

仕　様　書（２／２）

陸上自衛隊大和駐屯地業務隊

縮　尺

番号
図面

名　称
図　面

名　称 王城寺原演習場松原口ブロックマット張り役務

数量 単位規　格　等 備　考

水糸 ・EA628AS-22 4 個

丸釘 4 箱・全長150ｍｍ　胴径5.2ｍｍ　3kg入り

木ねじ ・EA949FW-90 4 箱

ラッカスプレー ・20007H 20 本

耐候性土嚢袋 セット・UVブラックストロング土嚢（50枚入り）

牛革手袋 ・840ｰL 個

手のこ ・EA599Wｰ10 5 個

ハンマー ・10ポンド（TRHｰ60） 4 個

杉平割

ラワン合板

・長4ｍ×幅10ｃｍ×厚5ｃｍ

・1,820× 910× 2.5ｍｍ

250 本

20 枚

8

38

 (2)　留意事項

　　・現地立入については、管理事務所と綿密に調整するものとする。

（3）　作業要領指導

　・現場作業の実施に伴い、一連の流れ、注意事項、作業条件が異なる場合の応用、材料の

　管理要領、メンテナンス要領、交換要領及び地盤条件について、自衛隊員に教材等を用いて

　現地指導を実施するものとする。この際の指導内容については、事前に官側と協議するもの

　とする。

　　・発生土については、演習場内の残土置き場へ搬入し、搬入後整形すること。

３／５

品　名

 (1)　使用する材料は、表に示すものとし、官側支給品によるものとするが、その他作業に必

　　要な材料及び重機等については、請負側で準備するものとする。

数量 単位規　格　等 備　考品　名

22 枚

100 本

ブロックマット

　クランプ用吊ワイヤセット貸出

・ゴビマット用アンカーピン

ｍ3
再生砕石

川砂 ｍ3

アンカーピン 異形棒鋼D16　コの字型加工品

・RC-40　JIS　A　5001

※増減が生じる場合、監督官へ報告すること

※増減が生じる場合、監督官へ報告すること

・細目
143

予定数量45.5

予定数量

直接資材（官側支給品）

官側倉庫で

受け渡し

・ゴビマット標準：1.6ｍ×6.0ｍ t100ｍｍ 運送トラックからの
荷下ろしは請負側で

実施すること

600ｍｍ×200ｍｍ×600ｍｍ

※余剰分については、官側へ返納すること。

間接資材（官側支給品）

※再生砕石・川砂については、必要数量が増減する可能性があるため、３日前までを基準に
都度監督官へ報告すること。

　　・施工に支障となる樹木、雑草等については、伐採、除草、枝払いを行うこと。また、

　　へ提出すること。

　　伐採した樹木等については、関係法令等に基づき適切に処理し、処理証明書の写しを官側

　　・ブロックマット納品については、１０月２８日(水)までに実施するため、吊上げのため

　　のクレーン等を納品日に合わせて、請負側で準備すること。

官側倉庫で受け渡し

官側倉庫で受け渡し

官側倉庫で受け渡し

官側倉庫で受け渡し

官側倉庫で受け渡し

官側倉庫で受け渡し

官側倉庫で受け渡し

官側倉庫で受け渡し

官側倉庫で受け渡し

官側倉庫で受け渡し



縮 尺

図面番号

図 示名　称

図　面

名　称

陸上自衛隊大和駐屯地業務隊管理科

S=1/20000案　内　図

新町口

松原口

排 水 路 整 備 （ ﾌﾞﾛ ｸ ﾏｯ ﾄ） L = 6 6m

Ａ

Ａ ’

水の流れ

施工範囲図 S=1/3,000

４／５王城寺原演習場松原口ブロックマット張り役務

案内図・配置図

王城寺原演習場配置図 S=1/25000

約50m×50m

残土置場

作業場所：松原口付近（６６ｍ）
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陸上自衛隊 王城寺原演習場

砕石・川砂集積場所

66,000

廠舎地区（管理事務所）
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陸上自衛隊大和駐屯地業務隊管理科

名　称

図　面

名　称 図 示

図面番号

縮 尺

王城寺原演習場松原口ブロックマット張り役務

#1

#2

#3

凡例

　　通信柱（H＝6,000程度）

　　通信線（φ200、H＝5,000程度）

特記事項　

#2の通信柱部分については、ブロックマットを加工し、

柱周りをブロックマットで覆うように施工すること。

施工標準図

特記事項　

施工要領については、下図を基準とするが、

メーカー推奨の杭数量を満たすように施工すること。

５／５

通信線についてを防護管で保護するか、支障となる場合は

一時切り離し・接続を実施すること。

Ｒ７年度施工箇所

配置図・施工図


